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ル′情捧能な設します。うル＜の［詳細
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分類 画面名 設定項目

IPアドレス

設定例

便利な設定 IP RIPスタティック
（1件目の例）

通信先の指定 192.168.20.0

マスク長 24（255.255.255.0）

IPアドレス

接続相手の指定

メトリック

プリファレンス

中継先の指定 192.168.100.2

osaka

2

50

インタフェースアドレス
インタフェースサブネット
マスク

詳細設定 インタフェースの設定 LANインタ
フェース

192.168.10.1

インタフェースタイプ

インタフェースアドレス
インタフェースサブネット
マスク

WAN#1イン
タフェース

ブロードキャスト

192.168.100.1
255.255.255.0

255.255.255.0

IPアドレス

マスク長

IPアドレス

接続相手の指定

メトリック

プリファレンス

IP RIPスタティック
（2件目の例）

通信先の指定

中継先の指定

192.168.30.0

24（255.255.255.0）

192.168.100.3

nagoya

2

50
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ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

すでに登録されているエントリがある場合は削除してください。

設撤 定座獄慎 【設良 【
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I S D N 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス の 設 定
（interfaceコマンド）
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ルータの［簡単設定］をクリックします。1
［ISDNダイヤルアップ接続］をクリックしま
す。

2
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宛先アドレス・宛先サブネットマスクとルート情報を下記のよう

に入力します。この例では2件登録しています（1件目はインタ

ーネットダイヤルアップ接続用にデフォルトルートがあらかじめ

設定されています)。

11

ルータの便利な設定から［IP RIP スタ
ティック］をクリックします。

10

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。

すでに登録されているエントリがある場合は削除してください。

ルータの［詳細設定］をクリックします。12
［インタフェースの設定］をクリックします。13





181

ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4

WAN回線の選択（WANコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan dual

isdn」を入力します。

2
conf#wan dual isdn

認証アカウント、認証パスワードの設定
（hostnameコマンド）
「認証アカウント（AAAAA）」、「認証パスワード（himitsuA）」

を「hostname」コマンドで入力します。

［add 1］は、設定項目を1エントリー目へ登録することを意味し

ます。

2
〝

ゾ

「認証アカウント（AAAAA）」「認定項目を19ゾ〝
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WAN回線の選択（WANコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan dual」

を入力します。

2
conf#wan dual

認証アカウントの設定（hostnameコマンド）
「認証アカウント（fitelnet）」を「hostname」コマンドで入力

します。

［add1］は、設定項目を1エントリー目へ登録することを意味し

ます。

3

conf#hostname add 1 default=fitelnet

＜コマンド操作＞

コンフィグレーションモードに移行します。
（☛ P40）
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＜コマンド操作＞

＜コマンド操作＞
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ルーティング情報送受信の設定（rtcontrol
コマンド）
「ルーティング情報送受信（OFF）」を「rtcontrol」コマンドで

入力します。

6
�ルー10∵é 櫰 氺緐力け力 ル：妤 ニ 桻

乳養
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conf#wan fr 128

conf#dlci 16 pir=128 cir=32

conf#interface lan addr=192.168.2.1,255.255.255.0

conf#interface fr type=pointtopoint

conf#rtcontrol fr send=off recv=off

conf#ipripstatic add dst=192.168.1.0ｺ)iｺｺ)iｺｺ)I
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コンフィグレーションモードに移行します。
（☛ P40）

ら ね Ξ











224

ルータ機能を
使う4 ルータの便利な設定







227

ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4















234

ルータ機能を
使う4 ルータの便利な設定







237�ç�Ó�»�;�ó�›�–�O4�¦�1��%6�*�1�Í��¿�Ä�Ñ�Ÿ�ç�»�æ�ï�¬1�¦�*�1�Í��¿�Ä�Ñ�Ÿ�ç�»�æ�ï�¬�§�›�«�æ�¿�«�`2�*�1�Í��¿�Ä�Ñ�Ÿ�ç�»�æ�ï�¬�;�ó�›�–�O�s�V3�¤�'�‡�h�x	��…�b�”�*�1�Í��¿�Ä�w�J�å�U	4�¦
ù	ô�§�›�«�æ�¿�«�`�‡�b�{
ƒ���º�15Pè ¯p¹@7@¯•Ÿ@5à9P' ZÀÍÐV€í€5PÚð•@5à9P8p6 '°5�¤�'�b�”�*�1�Í��¿�Ä�‡�h�x	��…�b�”�*�1�Í��¿�¤�'�b�”�*�1�Í��¿�Ä�w�J�å�›�æ�O�¢��%	Í�G�J�å�¤�T�’�¤�'�`�h�X�s�M�*�1�Í��¿�Ä�w�J�å�›�æ�O��%4�¤�'�;�~	��…�;�f�•�g�•�t�z�|
Œ�*�1�ž�Å�è�µ�z
ù	ô�i�*�1�ž�Å�è�µ�z�Ó�é�Ä�¯�ç�›�¦���`�o�z�f�w	Ú�E�t�ù�l�h

5
ƒ�����`�‡•*�†��•<	Í6O�Ô�





239

ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4

中継しないIPパケットの登録

�ç4
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ルータ機能を
使う4 ダイヤルアップ回線制御

ISDN回線を切断する（disconnectコマンド）

ISDNの切断は、中継データがなくなったことにより自動的に行われます*。ここでは、手動でISDNを切断す
る方法を説明します。
*本装置は、中継データを監視し、60秒間中継データがない場合にISDNを切断します。

FITELnet-E30ではmodem回線、dp（Dチャネルパケット通信）

の制御も行うことができます。
・［回線状況］

現在使われている回線状況が表示されます。
・［切断する回線］

切断する回線を選びます。

［ダイヤルアップ回線制御］画面で、［接続さ
れている回線を切断する］をクリックします。
［接続されている回線を切断する］画面が表示されます。

1

［切断する回線］の中から、切断したい回線
を選びます。

2

［送信］をクリックします。
回線が切断されます。

3

＜Webブラウザ操作＞
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ISDN回線のMP接続を行う
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「alog」と入力します。1
＜コマンド操作＞

#alog

ログが以下のように表示されます。2
0: 1998/01/01 （thu） 00:00:00 （00000000:00000000 0x00303554（0））

#Reset ［V24.30-062598］

1: 1998/01/01 （thu） 02:58:52 （00106031:00000000 0x003c6c70（104））

ISDN#1 Calling 0463251374.

00 3c 6c 70 00 3c 6c 70 00 3e c2 00 20 00 00 00 .<lp.<lp.>.. ...
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